
【取組内容】 借りるッピ （物品貸出管理システム）～二次元コードリーダーを用いて、貸出や返却をエクセルで一括管理！～

札幌市立中央中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

どの学校でもちょっとした困りごとの中
に、必ずランクインすることとして、「使
いたいときに限って、物品が行方不明」が
上がると思います。本校も例外ではなく、
常にだれかが「〇〇持っている方or使用中
の方いますか～？」と職員室で聞いていま
した。
管理簿や貸出簿もありましたが、紙ベー

スのため、記入したり、しなかったり…。
そこで、二次元コードを活用して、物品の
一斉管理を行うことにしました。
このシステムは、「かざすだけ」なので、

教職員が新たに何かを覚える必要もありま
せん。おかげで導入からスムーズに進めて
いくことができました。
「方法が簡単である」ということが、新

しいことを始めるときに本当に重要なこと
であると実感しました。
このシステムを今後様々な教育的場面で

応用していくために、教職員間でアイデア
を出し合って検討しています。

※詳しい資料は、右記の
二次元コードから本校
ＨＰでご確認ください。

※「トップページ」の
「GIGAスクール～ICT
活用実践～教科以外編」
に掲載しています。
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